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令和６年６月定例議会閉会しました。今議会では、国

の「デフレ完全脱却のための総合経済対策」による、定

額減税調整給付の実施、令和５年度の国民健康保険特別

会計の収支不足の補填、旧本庁舎解体工事の事業スケジ

ュールの見直しなどの議案について審議しました。

公明党市議団としては、これからも市民の暮らしをお

守りするため、さらに全力で働いてまいります。

暮らし守る定額減税始まりました



令和６年６月度定例議会・一般質問より

①：市制２０周年の迎え方について ③：浸水対策について

②：公用車・EV車両の
カーシェアの導入について

④：解体予定の公共施設を活用した
救助訓練について

春日部市は明年施行２０周年の佳節を迎えます。大きな節

目を迎えることになります。全市を挙げ、全市民を巻き込

み、未来に向け、新たな出発の年となるよう、そして市民

の皆様の記憶に永遠に残るような祝賀行事にするべきとの

観点で質問しました。

市の一体感の醸成と春日部市の

魅力をアピールできるよう取り組

む。市内に通勤、通学する人も何

かしら参加出来るような機会を検

討したい。市民に親しまれるロゴ

マークの作成などを行っていく。
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脱炭素社会を目指す春日部はエコ化プロジェクトを立ち上

げ、ＥＶ車両の導入率を令和１０年度までに２０％以上の

導入を目指してます。現在導入率は１０％と言うことで予

定通りとも言えますが、ゼロカーボンシティを目指し、た

とえば３０％とか４０％に目標値を引き上げるべきではな

いか。また、部署別の稼働率を見直し、短時間リースの可

能な民間業者の活用をはかると共に、市民へのカーシェア

リングの導入を図るべきと訴えました。

目標達成へ計画的に導入を図ると共に、公用車の運用の

効率化を図ります。カーシェアリングの導入については調

査・研究していきます。

ゲリラ豪雨という言葉が定着してから、市が行ってきた浸

水対策で、近年においては具体的にどんなことを行ってき

たのか、被害の軽減は図られたかどうか。また、大雨の際

に宅地内に設置された下水道用マンホールの蓋を開けてし

まうことで、下水道に雨水が流入してしまうことの対策に

ついて質問しました。

会之堀川などの浚渫や備後西ポン

プ場の整備、雨水貯留施設の設置を

行ってきました。また、汚水管渠の

流下能力を越える雨水が流入するこ

とは下水道に影響を与えることから

市民に注意喚起を促していきます。

過去に夜間避難訓練、ペット同行避難訓練、着衣水難訓練

を提案し、実施させて頂きました。解体予定の旧市立病院

を活用した救助訓練については平成２８年に取り上げまし

た。そこで、その際の訓練の総括と今回、旧本庁舎を活用

した訓練についてはどうなるのか。その際、一般市民の見

学も可能にすべきではと訴えました。

解体施設という現場での訓練は危険要因

の把握、安全管理体制の構築、現場活動に

対応する知識や技術の向上に繋がり、大変

に有意義でした。市民の見学につきまして

は安全に配慮した見学要項を検討します。


